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第 14回
このんこ聞きか、

橋
M
長

大
出

秀雄

聞き手

中村正博 工学博士
欄フジタ 土 木本部主席コンサルタント

大僑秀雄。1931年東京生まれ。 工学際士。東京大学

工学部機械工学科卒築後、石川島重工側に勤務。そ

の閥、ブラウンシュパイク工科大学(独)で傍士号

取得。帰国後、東京大学に戻り、 1992年まで勤務、

1 994年より1見限。 1992~手藍綬褒重量、 1 997~手紫綬褒章
受章。現在、日本工学会会長、 日本学術会議第5部

部長ほか、要臓を兼ねる。

少年時代、疎開先の山村での「忠犬jとの出会いが

工学院大学学長・大橋秀雄氏の機械屋志願を決定づけた。

手掛議後、期せすして訪れた留学のチャンス、そして学究への道。

技術者のブ口フエツション確立に奔走する大橋氏に、

技術士資格の行方、そして機械屋の見た土木屋像を聞く。

人のマネージメントの達人

土木屋との仕事は気持ちがし通い

中村@大橋先生は機械がご専門ですが、先日も建設省

の土木研究所で銚演されています。どのような縁で土

木技術者と関わるよ うになったんですか。

大橋。主に自動車トンネルの換気 ・ 防災の仕ll，~に I見1述

して、 40年以上も土木屋さんとお付き合いしていま

す。

お1'1'iき合いして気分がいいんです。土木屋さんにと

って一番大事なことは、技術もさることながら、人の

マネージメン トですよね。つまりプロジェクトマネー

ジャーです。ですから人間関係に一番気を泣われます。

電気や情報の校術者とも仕司王をしますが、土木屈さん

がー香気っ風がL、L、で与すね。

日本最長の自重)}IIIトンネルの建設に|県lわったとき、

大きな工事ですから現場の工事事務所長が何度も代わ

りました。しかし、 これは自分のやった仕事だ、とは

だれも言いません。iiij{f:の人たちの仕事を引き継ぎ、

次の人への縞波しをするという積み重ねが、 一つの;11:

大なドラマをっくり上げているかのようで、感心しま

した。

中村。 しかし、阪干'1'・淡路大震災のような災害が起こ

ると、責任感のある土木屋ほど落ち込みました。

大橋。私は機械屋ですが、 土木屋さ んと同じ、あるい

はそれ以上に痛みを感じました。

飛行機でも建物でも設計段階で強度の「限界Jを設

定します。技術というものに限界があること、それを

我々はあまり公にしてこなかったのではないかと感じ

ました。私たちの技術はこのような想定の下につくら

れていて、限界がある、という説明が、欠けていたと

思います。

中村。技術者にある積の r;~信」があったのかもしれ

ません。

大橋。こ仁木屋さんには後世までずっ と残るものをつく

ろうという意識がとても強いですが、土木構造物とい

えど も寿命があります。少しきつい言い方になってし

まいますが、土木屈はコストを意識するのが遅かった

でLすね。

そのときそのときのペストのものを後世へ残すのだ
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という意気込みは見事なものです(笑)。

中村。いまは「リサイク1レjが建設業界でもキーワー

ドです。唆すときに成しやすい緋造物をつ くろうとい

う機巡は土木の業界にもあります。

「忠犬もつらいよj

機械屋志願は忠犬が決めた

中村。先~の幼年JUIの拐を聞かせてください。お年か

らすると、戦.f['を経験されていますね。

大橋@J吹11伎の年、昭和 20(1945)年ですが、私l立中

学2.if'でした。父は:;:11人で、前年に!I役死しています。

中村。そうしますと、苦学されたという ことですね。

大橋。大学の学賞はすべて自分でまかないました。

中村。ご兄弟はいらっしゃるんですか。

大橋@姉が二人と弟が一人の四人姉弟です。家のため

に働いてくれと母に言われていたら、働かざるをえな

い状況でした。自分で学1!iを稼ぐという条件で、大学

へ進学したんです。進学できただけで幸運でしたね。

今の若者たちは幸せすぎて学問できるありがたみが稲

薄ですね。

中村。なにが先生の進路・志望を決定づけたのでしょ

つカ、。

大橋@学者になるつもりはありませんでした。機械を

jj!んだillJJ機は、すごく紫キ卜な経験に発しています。

私は東京生まれの東京育ちですが、敗戦の年、新潟

県の父の郷11ょの山村に疎開しました。疎開すると、山

から革ffを巡んだり、稲刈りの手伝いをしたりと、結構

働かせられます。おかげでひ弱な子どもがずいぶん丈

夫になりました(笑)。

CEJ INTERVIEW 
疎開先の友だちに運送業の家の子がいました。運送

業といっても荷物を載せた大八車を友だちのお父さん

が引っぱるんです。その家に有名な忠犬がいました。

あるとき、フーフ一言いながら坂道で大八車を引いて

いるお父さんと忠、犬に出くわしました。友だちのお父

さんだから、手伝いますよと言って私も引っぱりまし

た。 WtJの忠犬も大八専を引っばっているわけですが、

その忠犬が洗い舌を出しながら私のほうを見て、「忠

犬と伝われるのもつらいよ。わかったかいJみたいな

阪をしたんですね(笑)。多少、物語j誌ですが、私に

はそう見えたんです。

それでふと、思ったんです。このままただ手伝うの

では犬と同じだと。こういう労働から人聞を向車欣しな

ければならないと。

それにはエンジン一つで十分です。エンジン付きの

II1をだれでも使えるようにするために、機械工学をや

ろうと思ったわけです。

中村。先生、美しすぎます(笑)。

大橋。少し脚色しました(笑)。それで大学の専攻は

機械を巡ぴ、卒業後、夢の原動機と言われていたガス

タービンをやろうと石川烏重工に入りました。

中村@それから留学されますね。

大橋。当11寺、日本の企業はどこも外国の研究に依存し

ていました。たまたまf留学生試験の話があり、ジェッ

トエンジンやガスタ ービンの研究が進んでいたドイツ

(i!!i ~rtl ) を志望したところ、受かったんです。会社在

符・のまま 2年間ドイツへ行き、博士をもらいました。

帰国すると、大学に戻らないかという話になったんで

す。悩みました。会社には恩義がありますしね。いろ

冬lまスキー、夏はバレーボールの体育会系中・ 高時代



いろ悩んだ末、大学に戻ろうと決めました。その当時

の社長は土光敏男さん(故人)です。京大の長老教授

が土光さんと引き抜きの直談判をしたとき、「工場で

ものをつくるのも大切だけれど、大学・で将米の技術者

を育てるのも大切なことです。必要ならどうぞJと土

光さんは言ったそうです。

中村Oいい言楽ですね。そのとき先生はおいくつでし

たか。

大橋。 28員長です。 5年間lの会社生活ですね。会社生

活を返ってますから、初、の中には学者であるという意

識よりも技術者であるという意識のほうが先にあ りま

す。それで、技術者全体の地位を上げねばならない、

技術者はこうあるべきだと、自然と考えてしまうのか

もしれません。

諮送船団方式の破綻

高等教育に国際競争力を

中村@国立と私立の大学両方で教えられた経験から、

私立の長所はどこだと思われますか。

大橋@国立は国が経営する大学ですから、税金を使う

代償として国の規JlIJが厳しく適用されます。それに対

して私立は、 学校法人という普通の企業と同じ経営体

で、理事長が経営資任者です。ですから、学校経営の

自由度は私立のほうが絡段にあります。 加えて私立大

学には国有の建学の相和1
'があります。国立に比べて 2

倍以上という納付金は、国立ではできないサービスや

勉学の柏村への~~l'佃iだと思います。それだけに経営!'-t

任は重いんです。

中村。国立であれ;fL.立であれ、これからの大学経営は

厳しいという認織をお持ちのようですね。

大橋@大蔵省が銀行を鈍送船団方式で守った結果、ま14

ブラウンシュパイク工科大学前。 i噂士E式験合箔後、
リヤカーに策せられパレードに出発

行の国際競争力を弱めましたが、文部省と大学の関係、

も同級です。従長~、文部省は大学を一つもつぶすまい

として制かく学校経営に規制をかぶせてきましたが、

方針を転換しました。気持ち悪いくらいです。学書11や

壬戸科を新設するにも、従来はイスの数までチェ ックさ

れました。それがいまでは、「どうぞ新設してくださ

い、つぶれたらこのように処理してくださいJと言う

だけです。規制緩和は当然ですが、文部省の通達を守

っていれば安泰という l時代も終わったと言えます。ま

さしく存亡をJI昔けて戦わなければならない厳しい時代

がきました。

中村。教える側の先生のな識は国立と私立とで速いま

すか。

大橋。私立の先生のほうが危機感を持っています。私

立の存続は市場原理で決まるので、学生が*まらなけ

れば、先生の仕事はなくなってしまうんです(笑)。

高等教育も国際競争力を問われています。国際競争

力を高める一つの手がかりとして、例えば]ABEE

(日本技術教育認定機構)はグローパルスタンダード

を保証しようとしています。

中村@今なおさまざまな議論のある独立行政法人化に

ついてはどうお考えですか。

大橋。自然な流れだと思います。狐立行政法人化によ

り固からの補助がなくなると考える方が多いようです

が、私は逃うと思います。国立 ・私立・独立行政法人

を川わず、固として必要な事業に、 匡lは税金を注入す

るはずです。実:学ではない純然たる文系の学問を含め

て、必要なと ころには支援をする という前提の下で、

独立行政法人化して自由度を高めることには基本的に

伐成です。

中村。国立の単科大学がお互いに補完し合って生き残
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りを図ろうという動きがあります。私立大学としでも

なにかお考えですか。

大橋@考えています。工学院大学は 113年!日l技術者の

養成に尽くしてきたわけですが、いまの~TI，r:- J認 は総合

大学志向が強いようです。つまり、いろいろなことを

勉強してから将来を決めたいという人が多いというこ

とでしょうね。そうすると、単科大学は目的意識がは

っきりしている人には向いていても、それ以外の人に

は魅力がt¥ltれることになります。と いって総合大学は

簡単にはつくれません。その結来、足りないものを~iIì

い合ってバーチャルな総合大学をつくろうと いう動き

が出てくるんです。f91Jえ，;1::r小田急沿線私立大学迎

合Jr京王沿線私立大学述合jとかです。学生の所属

は一つの大学ですが、単位を互換にしていろいろな都

議が聴けるよう にした りするわけです。

職人と知的オールラウンダー

Ph.Dは最高の知的鍛練者を意味する

中村@自分で申し上げるのもなんですが、私は工学博

士です。「工学博士jと英米人に多い rPh.DJの迷い

を税I~'J していただけますか。

大橋@日本の学位の散防I~告が 「博士J です。 5 年ほど

jjijまでは|専士授与，の際、「工学1¥11士Jí文学:I~l士J と学

んだ分肝をiiilに冠していました。それが文部省の:学位

規則が変わり、 íl~よ土(工学)J と専1"1を括狐でくくる

ようになりました。 11tにIUY.ぴ1;が変わったと思ってい

る人がほとんどですが、私は主主うと思います。

アメリカではみんな Ph.Dです。 Doctorof Phi. 

losophyですから、 日本瓜に択すと 「哲学博士Jです

が、この哲学・と は、もともと rphilo (愛する)Jと

r sophia (智)Jで、「智を愛するJという立"*のラテ

ン認です。ですから博士を持つ人は、ものを考えるこ

とについてlIi高のトレーニングを.f1(み、その能力を実

証した人のことです。どの分貯のIllj.士かと IlfIけば、

「工学Jや 「文学jと答えるでしょうが、それは自分

の能力を証明する場と して「工学Jや 「文学Jをjfiん

だにすぎません。分野を超えて知的能力がi宮iいという

ことです。だからミそ Ph.Dを持つ人はどの分野でも

高給で迎えられます。

それに対していままでの日本の「博士Jは、ある分

野の中の紛lかい部分をi茶<i栄〈研究して突出11を伐した

祝lりl書、つまり穴tliiり胸人ということです。

自分の学位を:災認で表現する場合は注意が必裂です。

CEJ INTERVIEW 
少なくとも制度変更以降に博士を取った人は、堂々と

Ph.Dと名乗ってほしいですね。 それ以前に取った人

も、 自信があればDr.Eng.でな くPh.Dと名来って

いいと思います。学位規則lは英語の表記について定め

ていません。英語でどう表現するかは自分の気持ち次

第ということです(笑)。

中村@賢I~ しいものですね。いろいろな先生方の名刺を

梓兄して、単純に Dr.Eng.と書くものと思っていま

した。ちなみに大統先生はどう舎かれていますか…。

大橋。日本語では工学|専士、英語のときは Dr.-Ing.

です。

中村。謙虚ですね(笑)。いままでの話ですと、先生

こそ Ph.Dと容さ換えねばなりませんね(笑)。

大橋。臆病なものですから{笑)。ドイツで|専士を取

ったと いう事実のまま に書いています。

私たちは一言で「西洋jとか 「殴米Jと言いますが、

英米のアングロサク ソン的なものと、仏独のヨーロッ

パ大陸的なものの考・え方はかなり遠います。大陸では、

つい最近まで工学系は学伎を授与できず、 Dr.Eng.は

rom~ß級技術者J (1句な位置つ'けでした。学伎の代わり

に校術者としての最高の資格が与えられてきたわけで

す。つまり Dr.Eng.は職位です。

それに比べて英米は大らかで、Ph.Dすなわち 「広

〈知識全般について最高の学位Jを授与しているわけ

です。 日本はそうした歴史的背景を理解したうえで:1iIJ

l立を移槌すべきですが、取り入れ方がぱらぱらなんで

す。英誌で表そうとすると、その矛盾が噴き出してき

ます。

中村。技術士なのか博士なのか Ph.Dなのか、わから

なくなってしま いますね(笑)。

私たちの日常を支える技術

「校術士Jと「医師Jを対等な資格に

中村。技術士の数を現在の約4万人から 40万人にI曽

ゃそうと提案されていますね。なぜこれほど大幅に資

絡者を~ゃそうとされているのですか。

大橋Oこれまで、アメリカの PE(プロフェ ッシ ョナ

ルエンジニア)やイギリスの Ceng(チャータ ー ドエ

ンジニア)に相当する技術者資格は、日本にありませ

んでした。技術者として自立して働ける能力を持ち、

また高い倫理;古;識を持っている ことを証明する資格で

す。

今年の 4月に改正された新しい技術士法では、技術
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士はまさにその能力を証明する資格として考えられて

います。 コンサルティングエンジニアと訳されてきた

技術士ではなく、 より広い意味で自立できる技術者の

証として技術士を考えるい うことです。従米は取得の

平均年齢が高い資絡でしたが、迎性のある人に 30歳

前後で普通に取得してもらい、堂々 と社会で働いても

らうというのが基本です。

医師免許・と同じように、技術士を、固という より も

社会が認知した資格にしたいのです。私たちは 日常生

活を送るうえで技術に依存している、命をゆだねてい

るわけですから。技術者の資絡にそれくらいの重みを

与えてもいいのではないでしょうか。

中村。開発途上国では医者と土木技術ぢ・が似たような

待遇で巡されることが多いそうです。

大橋@命をゆだねる相手は、背は医者だけでした。し

かし、私たちの日常生活の安全は近代になって格段に

技術者に依存するようになったんです。そのような時

代であることを私たちはきちんと主狼し、主張したこ

との災任も取らねばなりません。資格も教育も大事で

す。「理工系離れjと嘆いていて も現実は変わ りませ

ん。認識を変えねばならないのです。

流転の学会史

土木技術者はなぜ 「シビルエンジニア」か

中村。先生は日本学術会識の第 5音)1部長も務めていま

す。どのようなお仕事ですか。

大橋。日本学術会議というのは、日本の科学者の代表

の集まりです。第5部は工学関係、の部会て¥日本学術

会議の会長は吉川弘之先生(前東京大学学長)です。

その吉川先生が昨年9丹、国際科学会議という 世界の

科学者の代表組織の会長に選出されたのですが、荘、は

そのサポート役を務めました。

中村@先生が会長を務めている日本工学会というのは

どのような組織なのですか。

大橋@工学分野の各学会の迎合体です。

「学会J組織はイギリスに由来します。約 200年前

にイギリスに Institutionof Civil Engineersが生まれ

ました。 CivilEngineers、つまり 「非軍ïl~の技術者j

の集まりで、 世界最初jの工学系の学会です。ところが、

産業革命の協響やワッ トが蒸気機関を発明したりして

機械技術者の勢力が増すと、機械技術者が Institu. 

tion of Mechanical Engineers (機械技術者協会)を

つくって独立します。エジソンが'il1気を発nYIして電気

技術者の勢力が噌すと、 Institution of Electrical 

Engineers (電気技術者協会)をつくって独立する…。

最後に伐ったのは CivilEngineers、土木屈さんだけ

なんです。

中村。悲しい初ですね(笑)。

大橋。しかし、土木技術者が CivilEngineerと呼ば

れるようになった経斡は、学11:1としての工学一般の沈

れをよく表していると思うんです。

日本もそれに似た状況があります。明治の初め、約

120年前に工書11大学校(東京大学工学部の前身)から

造家(建築)や土木、機械、 i台金などの学士が出始め、

学士の集まりとして工学会ができました。これが日本

の Institutionof Civil Engineersにあたります。しか

し、だんだんd脳級が大きくなると、治家、?立気、機械

と抜けて倒月11に学会をつくり出しました。日本では土

木も抜けて土木学会をつくったものですから、工学会

は実体がなくなって しま ったんです(笑)。そ れで仕

方なく学会迎合、つま り学協会の集まりに変わりまし

た。服代の会長には綴本武鋭、 III尾府三など廃史上の

人物むいます。

中村。いく つの学協会が属してい るんですか。

大橋。 102です。各学会の会長iまそうそうたるiui々 で

す。それらの学会を統括・し、なおかつ工学会を中心と

してなにかやろうという気にさせるのは難しい仕事で

す。そもそも学会は「学問jのための*まりというよ

りも「技術者Jの集まりなのだという認識を各学会に

もってもらい、 「技術者Jというプロフ ェッションを

日本に確立する、社会に認知させることが必要だと思

います。

往々にして忘れられがちですが、技術者が生涯にわ

たって活組するためには、「自分の知識は古くなったj

fほっておけば遅れてしまう」という意識、危機感を

常に持たねばならないんです。 「継続職業開発j

(CPD)と呼んでますが、生世にわたる学習がそのた

めには必要です。その音頭をとっているのが工学会で

す。各学会はそれぞれ独自の役答11を来たすべきでしょ

うが、各学会に共通する枠組みも必要です。 その枠組

みづくりの舵取り役を工学会が果たすべきだと思いま

す。

中村。ほんとうにいろいろと勉強になりました。あり

がとうございました。
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